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第５５回アブダクション研究会開催のご案内 

アブダクション研究会 
世話人 福永 征夫 
     TEL & FAX  0774-65-5382 

E-mail  jrfdf117@ybb.ne.jp  
 

 

 

第55 回アブダクション研究会の開催について、下記の通りご案内を申し上げます。 

 前回は、まず、（１）自ら、アトリエ学林という造形教室を主宰されている、坂 幸子 氏から、『造形と創造的想像性』の題目で、

子供の「表現する心」がつくり出す、子供の造形過程の「創造的想像性」について、具体的な造形や絵画の事例に基づく、興味深く、

かつ、意義深い、お話を伺うことができました。その要点は、『自由放任で育てることが、個性の確立をもたらすわけでなく、かえっ

て、「ひきこもり」などに、陥るもとにもなる。造形作業を開始してからでなければ、どうなるかが、判らない、形と意味の相互作用

を通して、興味と共に、形成される、子供の能動性を、時間のゆとりの中で、育み、「創造的想像性」を育てることが、真の「個性の

確立」に繋がる。』ということでありました。次に、（２）世話人から、創立 20 周年に向かって、スタートした、アブダクション研

究会の今後の運営のために、自由・民主・透明・真摯・誠実・去私の６精神と、マクロ・ミクロ・社会の観点からなる、３つの視座に

ついて、提案があり、了承されました。さらに、（３）新たな分科会として、[文学ならびに言語の理論および実際とアブダクション分

科会] と、[芸術の表現とアブダクション分科会] の設立が決定され、それぞれ、花村嘉英氏と、坂 幸子氏が、委員長を担当される

こととなりました。また、（４）新たなメンバーとして、倫理学・宗教学の修士であり、京都市に、ご在住の、西尾 実氏が参加され

ました。新進の学徒ですので、アブダクション研究会の益々の拡充と前進のために、大いに研鑽され、末永く、貢献して頂きますよう、

大いに，ご期待を申し上げ、お願いを致すところであります。 

 既存の領域的な知をベースにして、新たな領域的な知を探索し、それらを広域的な知に組み換えて、より高次の領域的な知を仮説設

定的に発見することを目標に、アブダクション研究の飛躍を期して参りますので、各界、各分野の皆様の積極的なご参加をお願いしま

す。 

 
記 
 

◇ 日 時：２００７年5 月１9 日（土） １３：００～１７：００（例会）  １７：２０～１９：２０（懇親会） 

◇ 場 所：日本電気厚生年金基金会館 『2Ｆ・大』会議室 （中山氏のお名前で申し込み） 

東京都 世田谷区 代沢５丁目３３－１２  電話：03-3413-0111（代） 

＊ 小田急線／京王・井の頭線 下北沢駅 下車 徒歩約８分 

＊ 会場地図をご希望の方は、事務局・太田までご連絡下さい。 

◇ テーマ： ーー ディヴィッド・S・ムーア著『遺伝子神話の崩壊』(池田清彦訳・徳間書店刊)から学ぶ ーー 

紹介は発表15 分、趣旨再確認のための時間５分、合計2０分とします。  

発表者は1 章につき、A4・1 枚の要約メモを配布してください。  

◇ プログラム： 

（１）諸連絡 １３：００～１３：１0 

（２）『遺伝子神話の崩壊』の紹介  

序章・１・２・３章           担当 尾上  彰 氏  １３：１０～１３：３０ 

 ４・５章               担当 太田 哲夫  １３：３０～１３：５０ 

 ６・７章               担当 坂   幸子 氏  １３：５０～１４：１０ 

 ８・９章               担当 西尾  実 氏 １４：１０～１４：３０ 

― 休 憩（５分）―  

１０・１１章              担当 花村 嘉英 氏 １４：３５～１４：５５ 

１２・１３章                     担当 大熊 道雄 氏 １４：５５～１５：１５ 

１４・１５章              担当 伊藤 良之 氏  １５：１５～１５：３５ 

１６・１７章              担当 村上 忠良 氏  １５：３５～１５：５５ 

― 休 憩（５分）―  

１８・１９章・エピローグ         担当 小島 保彦 氏 １６：００～１６：２０ 

（３）総合的な意見交換 ～ムーアに学ぶ～ １６：２０～１６：５０ 

（４）その他の連絡事項 １６：５０～１７：００ 

（５）懇親会（楽しく勉強になります。是非積極的にご参加ください）   １７：２０～１９：３０ 
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第５５回 アブダクション研究会（５／１９）の出欠連絡 

 

＊ ５／１４（月)までの返信にご協力下さい。ご連絡なしの当日出席も無論可ですが、会場や資料の準

備の都合もありますので、できるだけ、ご協力くださるようお願いします。 

 

F A X：   
E-mail：  

 

                      出 席              出 席 

５/１９（土）の例会に、未定ですが調整 します。 懇親会に、未定ですが調整 します。 

              欠 席                           欠 席 

   

＊  次々回の第５６回例会は、２０0７年７月２１日(土)に開催する予定です。 

＊  大河原 敏男氏の [レイチェル・カーソン「沈黙の春」とアブダクション] と題する、ご発表を予定

していますので、奮ってご参加ください 

 

                            ご署名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

＜定例アンケート調査＞ 

 

もしご協力がいただければ、という趣旨であり、必須ではありません。 

皆様のメッセージ集として他の会員にも伝達しますので、情報の交流に積極的に参画下さい。 

 

(1) 今、アブダクションの研究・実践と関連のある事項で特に興味をもって取り組んでおられること。 

(2) 研究会の議論の場を通して INTERSECTIONAL なアイデアや知見の INCUBATION が進んでおり、例会で

発表したいと思っておられること。 

(3) これまで（第１回～第54 回）の研究発表やなされた議論（「議事録」を参照下さい）に関して、さらに改め

て質疑や意見を表明したいと考えておられること 

(4) アブダクションの観点から、注目すべき人・研究グループ・著書（古今東西丌問）。 

(5) 細分化された「知」の再構築を図るという視点から、注目すべき人・研究グループ・著書（古今東西丌問）。 

(6) 貴方ご自身がお考えになられている「知」の定義とは？ 

(7) その他のご意見、ご要望、連絡事項など。特に他学会・研究会での発表内容や発表論文等についても是非お知

らせ下さい。 
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